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1 章 序章 
 
1-1 研究背景と⽬的 

近代和⾵建築については、1980 年代から各都道府県において「近代和⾵建築総合調査」
が⾏われ、⼤きな成果を上げてきた。しかし、「近代」という⽤語が指すように、それは明
治期から昭和戦前期までを対象としたものであり、昭和戦後期に建設された和⾵建築につ
いては、未だ検討の余地を多く残している。本研究では、そうした戦後期の和⾵建築の実態
や、戦前期から戦後期にかけての変化を探ることを⽬的として、対象を和室空間の内法上装
置に絞って分析を試みた。内法上装置に注⽬したのは、戦後の和室空間の変化を象徴するの
が、天井⾯の連続性にあると考えたからだ。 

ここで、内法上装置とは、図 1-1 に⽰す⻑押や鴨居上の部分を指す⽤語である。上の写真
は⻑押や吊束があり、⼩壁や薄板を⽤いた欄間があり、座敷間はここで⼀旦途切れる。しか
し、昭和戦後期の雑誌資料を概観すると、下の写真に⽰すように、⻑押がなく、吊束も細い
鉄材を⽤いて天井⾯が隣室と連続するような、極めて「開放的な内法上装置」が数多く⾒ら
れるようになる。 

そこで本研究では、こうした潮流を端的に把握するために、雑誌『新建築』『建築⽂化』
を資料として分析を⾏う。 

 

図 2-2 現代の内法上装置の例 

図 1-1 伝統的な内法上装置の例 
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1-2 章構成 
本論ではまず、近現代の内法上装置の基礎となる近世までの⽇本建築において、開放的な

内法上装置が存在したのか、存在したとすれば、それはどのようなものであったかを先⾏研
究や⽂献等で整理する。それを踏まえ本研究では、2 章から近現代における開放的な内法上
装置についてその発⽣時期や⼀般化した時期について明らかにする。内法上を開放的に扱
うと、鴨居が垂れ下がるなど、⼤きな問題が⽣じ、それなりの⼯夫が必要になる。そこで、
3 章では、開放的な内法上装置を実現するための細部を確認する。最後に 4 章では、近世と
近代の開放的な内法上装置の違い、近現代を通した内法上装置の変化についてまとめる。  
 

 
図 1-3 章構成 

l章

序章

2章

近現代における開放的な内法上装置について

3章

開放的な内法上装置の詳細

4章

結論
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1-3 近世における開放的な内法上装置について 
 それではまず近世までの⽇本建築でみられる、開放的な内法上装置の特徴を確認する。図
1-4 で⽰すように、近世の内法上では、そのほとんどが⼩壁で埋められ、閉鎖的な空間とな
っている。その中でみられた開放的な内法上をみる。 

図 1-5 は、18 世紀に建設された旧⼯藤家住宅である。⼀般に古い⺠家は天井を貼らず、
座敷の発⽣などと連動して徐々に天井が導⼊されるようになる。このように、古い⺠家の内
法上は、天井がないため⼩屋組も⾒えた開放的な空間になることがわかる。図 1-6 は、桂離
宮の笑意軒である。ここでは全ての居室で竿縁天井が貼られていることがわかる。内法上は
鴨居を⽀えるために中央に吊束があるが、同じように内法上が抜けた開放的な意匠を持っ
ている。 

図 1-5 旧⼯藤家住宅 

図 1-5 桂離宮 笑意軒 

図 3-4 修学院離宮,楽只軒 
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内法上装置を扱った研究として、東京藝術⼤学の光井渉らによる論⽂がある。ここでは、
17 世紀までに建設された書院造建築や⽅丈建築の空間、特に内部の室がどのように連続、
分断しているのかを、内法上装置と天井に着⽬して分析している。内法上は⾏動を直接規制
しないことで、複数の室を空間的・意識的に連続させる存在である。分析によって、こうし
て作られる室の並びは、座敷飾りを有する室を上位とした空間的な上下関係を有している
ことが確認できた。また、そこで使⽤される内法上装置は、座敷飾りを持つ室を最上位とし
て、隣接する室は近い位置から、落し掛け−彫刻欄間−筬欄間−⽵の節欄間、という階層が
できる傾向があることが確認できた。図は、近世の⽅丈建築として⽟林院の平⾯図と写真で
ある。これをみると、まず天井は竿縁天井が隣室ともに連続して貼られていることがわか
る。鴨居は中央で吊束によって⽀えられ、⽵の節欄間を置かれた開放的な内法上空間が作ら
れていることがわかる。 
 このように近世では、内法上装置を開放的に扱った作品はわずかであり、その中で開放的
な内法上装置は、様式や構造、材料による制約があることがわかる。 
	

	

 
図 1-6 ⽟林院 本堂、1621 年	
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2 章 近現代における開放的な内法上装置について 
 

1 章では、近世までの⽇本建築において、内法上装置を開放的に扱った例を確認した。で
は、近現代の内法上装置は、近世とはどのような違いがあるのか。続いて 2 章では、近現代
の建築物における開放的な内法上装置について、まずその発⽣時期や⼀般化した時期につ
いて明らかにする。また、内法上装置を開放的に扱った作品の設計者についても確認する。 
 
2-1 雑誌資料について 
 本研究の⽬的は、昭和戦前期から戦後期にかけて内法上にみられる意匠の変化を明らかにすること
である。そこでこうした潮流を把握するために、⽉ごとに刊⾏される建築雑誌を⽤いた。 

『新建築』は1925年に新建築社によって⼤阪で刊⾏された。戦前は1944年の12⽉まで刊⾏
され、戦後は1946年の1⽉から再開し現在まで続く。このように戦前から戦後を通して多数
の住宅作品を⾒ることができる雑誌は他になく、今回の対象資料として選定した。また、戦
後期の変化をより詳しくみるため『建築⽂化』を対象作品に加えた。『建築⽂化』は、戦後1946年
に彰国社によって刊⾏され、2000年まで⽉刊誌として、2004年12⽉までは隔⽉刊として刊
⾏された。 

 

 
図 2-1：対象資料（左：『新建築』 右：『建築⽂化』） 

  

• 腿親宏郎Z宅仕 ♦ → 
益 ・益 ！

責員暉躙 ・ふ
迄獨孔」創 ：・迄

． ... 
i,;: ・ 造 ・ぷ

逍伍
... 

• 溢鉱

ii:. • 滋底 • 五．

詈晒面餡輩肩
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２-2 分析⽅法 
分析する年代の範囲として、戦前は『新建築』が創刊された 1925 年を起点とし 1945 年

の終戦までとした。また戦後は、戦前からの流れを把握するため 1945〜1960 年代前半を範
囲とした。そこで今回は社会的に⼤きな出来事であった、東京オリンピックの開催された
1964 年までを範囲とした。これより『新建築』では図⾯および写真が掲載されている住宅
作品は 911作品であることが確認できた。同様に、1946 年に創刊された『建築⽂化』は 1964
年までに 603 作品の住宅作品が確認できた。ただし、本研究で扱う住宅作品は国内で建設
された⼾建住宅を対象とし、集合住宅やゲストハウスのように不特定多数が利⽤する建物
については除いた。別荘や⼭荘についても不特定多数が使⽤する場合は除いた。また、増築
や改築についても除いた。さらに、設計競技による作品のように、掲載時に竣⼯していない
住宅作品についても対象から除いた。これらを⺟数として、図⾯または写真から内法上装置
の様⼦が確認できる作品を抽出し、さらにこれを和室である場合に限ると、『新建築』では
297作品、『建築⽂化』では 173作品を得ることができた。本研究では、これら住宅の和室
にある内法上装置を対象として分析した。また、本研究で扱う “和室”とは、居室に畳、障
⼦、襖、床の間のいずれかが室内に存在する空間とした。 

内法上装置の設置される場所は 2 つに整理できる。まず、座敷と次の間の境界に作られ
る内法上装置のように、建物内部における室同⼠の境界に作られるものがある。次に縁側の
ように建物の外周部に作られる内法上装置がある。これらは設置される環境や性格が異な
ると考え、それぞれ別に分析することとした。これより、『新建築』では内部にある内法上
装置が 261箇所、外部にある内法上装置が 124箇所であった。同様に『建築⽂化』では、
内部にある内法上装置が 127箇所、外部にある内法上装置が 113箇所であった。 

 

図 2-2：対象作品について左：『新建築』 右：『建築⽂化』 

1925~1964 
『新建築』

住宅

911作品

和室に内法上装四がある作品

297作品

外部

124作品

内部

261作品

1946~1964 
『建築文化』

住宅

603作品

和室に内法上装謹がある作品

173作品

外部

113作品

127作品
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図 2-3：分析する場所 
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図 2-4：内法上装置の要素 
 

続いて、内法上装置の要素についてみる。伝統的な内法上装置をみると、主に４つの要素
で構成されていると確認できた。構成要素はそれぞれ天井、⼩壁、吊束、建具、天井である。
図 2-4 は、4 つの要素とその主な意匠を表している。ここで天井は、内法上装置そのもので
はないが、廻縁の有無や竿縁天井や⽬透かし天井の連続性を捉えるために要素として加え
た。この中で、⾚枠で囲われた意匠は、各要素が省略あるいは連続性を強調するような意匠
であることが確認できる。これらの要素の組み合わせによってどのような内法上装置が構
成されるのか。いくつかの例を⽰す。 
  

天井

~ 1 lt\\1//~ ]~\\I /1~~ ~ d~ >bl111 zd[ 
廻縁ナシ 廻縁ナシ 廻縁アリ 廻縁アリ 廻縁アリ

目地ナシ 目地アリ 目地アリ 目地ナシ 目地が連続していない

小壁 吊束 建具

＝ ＝ u ::><:: ヽ

』ピ=:, 己=:,

小壁ナシ 小壁アリ 小壁アリ 束ナシ 鉄筋 建具ナシ ガラス

（下端、力貫） （上端、構造体）

巨 I ↓ I・ I 官

> 障子 襖

旦
111111111111111 II 

小壁アリ 小壁アリ 束アリ

（両方） 蔑欄間
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図 2-5：開放的な内法上装置の例 

2-6：各要素の省略状況           2-7：内法上装置の位置 
 

図 2-5 は吉⽥五⼗⼋による⼭⼝画伯邸の客間からベランダを⾒た写真である。この部分
の内法上をみると、⼒貫を置くことで吊束を省略し、さらに上部の建具の省略や竿縁を連続
させていることがわかる。これより、⼭⼝画伯邸の内法上装置は４つの要素全てに省略化の
傾向がみられることが分かる。さらに、２つの作品をみる。図 2-8 は吉家光夫による⽼夫婦
の家の内法上装置とその要素ごとの省略状況である。図 2-10 は双栗舎建築事務所による
A.A⽒邸の内法上装置とその要素ごとの省略状況である。⽼夫婦の家では⼩壁があり、天井
の連続性はみられず建具も障⼦となっている。それに対して、A.A邸をみると、⼩壁は全く
なく、吊束が細い鉄材に代わり、内法上が開放的に扱われている。このように内法上の要素
のうち少なくとも 2 つ省略されていれば内法上は開放的な意匠にみえることがわかる。そ
こで内法上装置の要素が 2 以上省略されたものを“開放的な内法上装置”とし、各部の省略
箇所から内法上装置の変化を分析することとした。 
  

＼ 省略化 備考欄

戸 ． 竿縁が連続する

崖 ． 小壁がなく、下端に力貫があるのみ

塁 ． 力貫によって吊束を省略する

賛 ● 建具がなく、抜けている
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2-8：開放的な内法上装置の例        2-10：開放的な内法上装置の例 

2-9：各要素の省略状況           2-11：各要素の省略状況 
 
  

＼ 省略・連続 備考欄 ＼ 省略化 備考欄

青 X 百 X 

崖 X 崖 ． 小壁が全く無い

星 ． 吊束がみられない 塁 ． 鉄材の吊束が使われている

賛 X 貫 X 
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2-3 室名称 
まず、内法上装置が建物のどこにあるのかを把握するために、室名称による分析を⾏う。

対象作品は、建物の内部に着⽬し、外部に隣接しない内法上装置とした。室名称は平⾯図ま
たは掲載写真の説明⽂から収集した。次に、これらの室名称を次の６つの群、家族団らん系、
通路系、⽞関、接客系、⽔回り、私室系に分類した。ここで“和室”や“8 帖”、“板の間”とい
った室名称は、雑誌中の説明⽂から家族団らん系または接客系、私室系のいずれかに分類し
た。ただし説明⽂から判断できない室名称は“和室（不明）”のように不明なグループとして
分類した。さらに、室名称が“居間兼⾷堂”や“居間寝室”、“居間兼応接”など兼⽤を表した室
名称の場合は対象作品から除いた。また、稽古場、椅⼦場、予備室、納⼾など６つの群に分
類できないものも対象作品から除いた。なお、隣接する 2 室のどちらかが本論で定義する
和室であれば分析対象としている。 

図 2-12 は、『新建築』において内法上装置がどの室の間にあるのかを⽰したものである。
内法上装置がある隣室同⼠は線で結んでいる。線の太さは、組み合わせの数量を表してい
る。さらに、図 2-13 は『新建築』において要素の省略数が 2以上の内法上装置がどの室の
間にあるのかを⽰したものである。 
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図 2-12：内法上装置のある室の関係図（新建築） 

 

図 2-13：要素の省略数 2以上の内法上装置のある室の関係図（新建築） 
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まず図 2-12 を⾒ると、『新建築』では、通路系に隣接する居室との境界に内法上装置が多
くみられることがわかる。その中で、家族団らん系の居間や茶の間、接客系の客間や和室で
数多くみられる。また、家族団らん系の居間においても、縁側の他に接客系の客間や次の間、
私室系の寝室、また和室（不明）と隣接する居室との境界で内法上装置が多くあることがわ
かる。私室系に隣接する内法上装置は他の郡に⽐べると少ないが、寝室と居間が隣接する居
室との境界で内法上装置が数多くみられる。 

続いて、開放的な内法上装置がみられる場所として図 2-13 をみる。通路系との境界では、
多くの居室との境界でみられるものの、図 2-12 から⼤きく減少していることがわかる。こ
の中で、家族団らんの居間と隣接する居室との境界では数多くの開放的な内法上装置をみ
ることができる。 
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図 2-14：内法上装置のある室の関係図（建築⽂化） 

 
図 2-15：要素の省略数 2以上の内法上装置のある室の関係図（建築⽂化） 
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次に雑誌を『建築⽂化』にして同様の分析を⾏う。 
図 2-14 は、内法上装置がどの室の間にあるのかを⽰したものである。内法上装置がある
隣室同⼠は線で結んでいる。線の太さは、組み合わせの数量を表している。さらに、図 2-
15 は要素の省略数が 2以上の内法上装置がどの室の間にあるのかを⽰したものである。 

まず図 2-14 をみると、家族団らん系の居間との境界で内法上装置が数多くみられること
がわかる。その中で、接客系の客間、私室系の寝室、その他和室（不明）、n 帖（不明）と
の境界で内法上装置が数多くみられる。 

続いて、開放的な内法上装置がみられる場所として図 2-15 をみる。図 2-14 と⽐較して
わずかに減少した場所もみられるが、居間と隣接する境界で開放的な内法上装置が数多く
みられることがわかる。 
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2-4 時期（出現、⼀般化） 
前節では、室名称から内法上装置が建物内部のどこにあるのかを確認した。続いては、内

法上にある４つの要素の組み合わせが時間軸でどのように現れるかを確認する。そこでま
ず要素の省略が 2以上の内法上装置を“開放的な内法上装置”として扱い、1以下の作品と分
けた。図 2-16 は要素の省略数ごとにみられる意匠の例を⽰している。図 2-17 は、『新建築』
における建物内部にある内法上装置について、年ごとに要素の省略数が 1 以下と 2 以上の
作品の割合をみた。図は横軸が年、縦軸は割合を⽰している。 

 

図 2-16：要素の省略箇所ごとにみられる意匠の例 

図 2-17：内部空間の要素の省略化傾向（新建築） 
 

図より、昭和戦前には⻘⾊で⽰された要素の省略数が 1 以下の作品が⼀般的である。こ
れに対して、戦後はオレンジ⾊で⽰された要素の省略数が 2 以上の作品の割合が⾼くなっ
ていくことがわかる。また、要素の省略数が 2以上の作品は、1937 年にはじめて⾒ること
ができる。特に 1940 年から続けて作品が⾒られる。戦後は、1949 年から要素の省略数が 2
以上の作品を⾒ることができ、徐々にその割合が⾼くなっていくことがわかる。 
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次に外部空間の省略化傾向について同様に分析を⾏った。図 2-18 は、『新建築』における
建物外部にある内法上装置について、要素の省略数を 1 以下と 2 以上に分けて年ごとの割
合をみた。 

 

図 2-18：外部空間の要素の省略化傾向（新建築） 
 

図 2-18 より、昭和戦前には⻘⾊で⽰された要素の省略数が 1以下の作品が⼀般的である。
これに対して、戦後はオレンジ⾊で⽰された要素の省略数が 2 以上の作品の割合が⾼くな
っていくことがわかる。また、要素の省略数が 2以上の作品は、1929 年にはじめて⾒るこ
とができる。特に 1936 年から続けて作品が⾒られる。戦後は、1953 年から要素の省略数
が 2以上の作品を⾒ることができる。 
 ここで、先に⽰した内部空間の内法上装置の省略か傾向と⽐べると、戦後の要素の省略数
が 2以上の作品の割合が内部空間の⽅が⾼いことがわかる。また、戦後の要素の省略数が 2
以上の作品の発⽣時期も内部の⽅が外部よりも早いことがわかる。 
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 続いて、『建築⽂化』でも同様に分析を⾏なった。図 2-19 は、『建築⽂化』における建物
内部にある内法上装置について、要素の省略数を 1 以下と 2 以上に分けて年ごとの割合を
みた。 
 

図 2-19：内部空間の要素の省略化傾向（建築⽂化） 
 

図より、戦後はオレンジ⾊で⽰された要素の省略数が 2 以上の作品が⼀般的であること
がわかる。また、要素の省略数が 2以上の作品は、1952 年にはじめて⾒ることができる。 
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次に外部空間の省略化傾向について同様に分析を⾏った。図 2-20 は、『建築⽂化』におけ
る建物外部にある内法上装置について、要素の省略数を 1 以下と 2 以上に分けて年ごとの
割合をみた。 

図 2-20：外部空間の要素の省略化傾向（建築⽂化） 
 

図より、戦後はオレンジ⾊で⽰された要素の省略数が 2 以上の作品が⼀般的であること
がわかる。また、要素の省略数が 2以上の作品は、1950 年にはじめて⾒ることができる。 

ここで、先に⽰した内部空間の内法上装置の省略化傾向と⽐べると、戦後の要素の省略数
が 2以上の作品の割合は内部空間の⽅が⾼いことがわかる。また、戦後の要素の省略数が 2
以上の作品は同じくらいに発⽣していることがわかる。 
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2-5 設計者 
前節では、開放的な内法上装置の発⽣時期と⼀般化する時期について確認することがで

きた。では、このような要素を省略化した内法上装置は誰によって設計されたのか。続いて、
要素の省略された内法上装置を設計者について分析する。 

まず、内法上装置の中から要素の省略数が 2以上の“開放的な内法上装置”を取り出した。
続いて雑誌からそれらの設計者を収集した。図 2-21 は、『新建築』における内部の内法上装
置のうち要素の省略数が 2 以上の作品を設計者ごとに⾒た。横軸は年、縦軸は設計者を表
している。設計者は掲載作品数の多い者から順に表している。図中の数字は、作品数を表し
ている。ここで、それぞれの作品の中には複数の内法上装置をもつ場合がある。この分析で
は作品の中で１箇所でも要素の省略数が 2 以上の内法上装置があれば該当する作品として
加えている。 
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図 2-21：内部空間の要素の省略数 2以上の設計者（新建築） 
 

大熊吾英 I 1 1 1 l 2 

清家清 ＼ 1 1 1 1 

゜
1 1 

田中清 l 2 1 

彦谷建築殴計寧務所 l 1 l 1 

吉田五十八 1 1 1 1 

篠原一男 2 1 

大林組 1 1 1 

柳英男 1 1 l 

池亀建築投計事務所 1 1 1 

坂倉準三建築事務所 l 1 1 

佐倉大有 2 1 

奈良信建染投計事務所 1 1 1 

信建築事務所 I l 1 

大成建設 1 1 

阿久井き孝 1 1 

深谷洛一 1 1 

船越徹 l 1 

三橋真三 l 1 

RIA建築綜合研究所 1 1 

lil田建築投計研究所 1 1 

臼倉隠之 l 1 

創和建築投計事務所 1 

中村建染研究所 2 

レーモンド建築事務所 1 1 

吉村順三投計事務所 1 

子安鴎彦 l 

束畑建築事務所 l 

INA新建染研究所 1 

池上彰一 1 

高百母 1 

高瀬年彦 1 

武基雄研究室 l 

谷口吉郎 l 

永松亘 1 

藤本武男 1 

山脇建築研究室 1 

沖種夫 1 

伴弘好 1 

芦原義信建築設計研究所 1 

網戸武夫 I 1 

安東勝男 ,I 1 
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図 2-21：内部空間の要素の省略数 2以上の設計者（新建築） 
 

生田勉 I 1 

石間桂造 ＼ 1 

蔽建築事務所 ＼ 1 

美建殺計事務所 1 

海老原建築投計事務所 1 

大江宏研究室 1 

大島功一 1 

小川正 1 

加倉井昭夫建築事務所 1 

笠井由雄 1 

金子勇次郎 1 

久米建染設計事務所 I 1 

倉田辰男 1 

御端真三 1 

佐藤秀工務店 1 

鹿山冨士夫 1 

柴岡亥佐雄建染設計事務所 l 

清水一 1 

清水建設株式會社 1 

杉山長遵 ＼＼ l 

台原1言 ＼＇ 1 

高矢詈 1 

竹中工務店 l 

田村1囀 l 

丹下億三 l 

茶谷正洋 1 

戸厖任宏 l 

塞田隔一郎梶川一夫 1 

中村登ー建築研究所 1 

波多江隧郎 l 

榛沢敏郎 1 

橋本稟夫 1 

長谷川冨二郎

林雅子 1 

平子勝 1 

平松建築事務所 1 

広瀬鎌二建築事務所 1 

藤村博英 1 

不明

横一郎 I l 

牧野清投計事務所 II 1 
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図 2-21：内部空間の要素の省略数 2以上の設計者（新建築） 
 

増沢洵建築設計事務所 ＼ 1 

増田友也 ＼ 1 

水沢工務店 1 

三苫正光 1 

山口芳泰 1 

山田水城 1 

山田雅子 I 1 

鷲塚建染投計事務所 I 1 
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図 2-21 より、要素の省略が２以上の作品を設計しているのは、掲載数の多い順に⼤熊喜
英、清家清、⽥中清、彦⾕建築設計事務所、吉⽥五⼗⼋らがあげられる。発⽣時期の早い作
品を⾒ると、戦前にはアントニン・レーモンド、網⼾武夫、吉⽥五⼗⼋らによって設計され
ていることがわかる。特に吉⽥は、戦前に３つの作品を設計していることがわかる。戦後に
最も早くみられるのは、1949 年の加倉井昭夫の作品である。その後、1950 年代になって多
くの建築家による作品が⾒られるようになる。 

では、要素の省略数を多くし、より開放的な内法上装置を設計した設計者をみる。図 2-
22 は、要素の省略数を４箇所ある作品の設計者にして再び年ごとに作品数を表した。図よ
り、要素の省略が 4 箇所の作品を設計しているのは、掲載数の多い順に⽥中清、吉⽥五⼗
⼋、⼤熊喜英らがあげられる。発⽣時期の早い作品を⾒ると、戦前にはアントニン・レーモ
ンド、吉⽥五⼗⼋らによって設計されていることがわかる。特に吉⽥は、戦前に３つの作品
を設計していることがわかる。  
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図 2-22：内部空間の要素の省略数 4箇所の設計者（新建築） 
 

霞 0匹 1望5 lla7 l輝 111獨 1940 1941 19位 "心 19K/ t!ll籾 J細 J聾沿 1師11寧 19認 1'954 :w駁i19鵠 1967 匹 8曲 1116!1 1961 1髄2 1963 1964 

田中清 1 2 l 

吉田五十八 1 l 1 l 

大熊喜英 1 l 1 

彦谷建築投計事務所 1 l 

池亀建築設計事務所 1 1 

大林組 1 l 

佐倉大有 2 

清家清 1 1 

船越徹 1 1 

レーモンド建築事務所 1 1 

信建築事務所 1 

武茎雄研究室 1 

谷口吉郎 1 

藤本武男 1 

吉村順三設計事務所 1 

RIA建築綜合研究所 1 

芦原義信建築設計研究所 1 

安東勝委 1 

生田勉 1 

池上彰一 1 

石間桂造 l 

稲田建築設計研究所 1 

臼倉隧之 l 

美建設計事務所 1 

大江宏研究室 1 

大島功一 1 

小川正 l 

金子勇次郎 1 

御端真三 1 

子安鵠彦 1 

坂倉準三建染事務所 1 

鹿山雹士夫 1 

篠原一哭 1 

大成建設 1 

高官晋 1 

高矢苔 l 

竹中工務店 1 

田村博 1 

丹下漣三 1 

東畑建築事務所 1 

塞田陽一郎梶川一夫 1 
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図 2-22：内部空間の要素の省略数 4箇所の設計者（新建築） 
 

生田勉 I l 

石間桂造 ＼ 1 

蔽建染事務所 I 1 

美建設計事務所 1 

海老原建築投計事務所 1 

大江宏研究室 1 

大島功一 1 

小川正 1 

加倉井昭夫建染事務所 1 

笠井由雄 1 

金子勇次郎 1 

久米建築殺計事務所 l 

倉田康男 1 

御著真三 1 

佐藤秀工務店 1 

鹿山塞士夫 1 

柴岡亥佐雄建染設計事務所 1 

清水一 1 

清水建投株式會社 1 

杉山長道 1 

台原信 1 

高矢召 1 

竹中工務店 l 

田村博 l 

丹下随三 1 

茶谷正洋 1 

戸尾任宏 1 

冨田陽一郎梶川一夫 1 

中村登ー建築研究所 1 

波多江隧郎 1 

榛沢敏郎 1 

橋本墨夫 1 

長谷川塞二郎

林雅子 1 

平子勝 1 

平松建築事務所 1 

広瀬鎌二建築事務所 l 

藤村博英 1 

不明

横一郎 ＼ 1 

牧野清投計事務所 II l 
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 以上より、『新建築』における内部にある開放的な内法上装置について、設計者ごとに確
認できた。次に、外部の内法上装置の設計者についても同様に⾒る。図 2-23 は、『新建築』
における外部の内法上装置のうち要素の省略数が 2 以上の作品を設計者ごとに⾒た。横軸
は年、縦軸は設計者を表している。設計者は掲載作品数の多い者から順に表している。図中
の数字は、作品数を表している。 

図 2-23 より、要素の省略が２以上の作品を設計しているのは、掲載数の多い順に⽵中⼯
務店、⼤江修、⼤熊喜英、坂倉準三らがあげられる。発⽣時期の早い作品を⾒ると、戦前に
は藤井厚⼆、久⽶建築設計事務所、RIA建築設計事務所の⼭⼝⽂象らによって設計されてい
ることがわかる。戦後に最も早くみられるのは、吉村順三、⽥中清らがあげられる。 
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図 2-23：外部空間の要素の省略数 2以上の設計者（新建築） 
 

竹中工務店 II II I I I 

大江修設計事務所 ＼ I 1 

大熊喜英 1 I 

坂倉準三違築亭務所 I I 

船越徹 I I 

佐藤秀工務店 I 

＂久井害孝 I 

早大武研究宝 I 

三僑頁三 I 

MATO同人研究玄 1 

稲田違築設It研究所 I 

岩本違築事務所 I 

大江宏 I 

織田愈史 'I I 

久米違築設II事務所 I 

違築綜合研究所 I 

烹藤英彦 I 

鈴木久弥 I 

望原固蔵 I 

田中渇 1 

坪谷熊平 I 

東只達築設II奉務所 I 

東京工業大学清家研究玄 1 

長倉康彦 I 

中村違築研究所 I 

林g二 I 

藤井厚ニ I 

藤本武男 I 

前川固男違築車務所 I 

増田友也 I 

水沢工務店 I 

RIA違築綜合研究所 1 

山梨渇松 1 

山脇建築研究室 I 

吉村順三 I 
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では、要素の省略数を多くし、より開放的な内法上装置を設計した設計者をみる。図 2-
24 は、要素の省略数が４箇所の作品にして再び年ごとに作品数を表した。図より、要素の
省略が 4 箇所の作品を設計しているのは、8 ⼈で掲載数はすべて同じ 1 作品であることが
わかる。発⽣時期を⾒ると、1958 年にはじめて⼤江修、⽥中清、船越徹によって設計され
ていることがわかる。  
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図 2-24：外部空間の要素の省略数 4以上の設計者（新建築） 

 

日久井喜孝 I I 

大江修設計事務所 ＼ I 

烹藤英彦 I 

佐藤秀工務店 I 

田中渇 I 

藤本武男 I 

船越徹 I I 

水沢工務店 I 
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以上より、『新建築』における“開放的な内法上装置”の設計者について確認できた。さら
に、『建築⽂化』についても同様に設計者ごとにみた。図 2-25 は、『建築⽂化』における内
部の内法上装置のうち要素の省略数が 2 以上の作品を設計者ごとに⾒た。横軸は年、縦軸
は設計者を表している。設計者は掲載作品数の多い者から順に表している。図中の数字は、
作品数を表している。 
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図 2-25：内部空間の要素の省略数２以上の設計者（建築⽂化） 
 

設（内椰 1_948 1949 ．`鰤 1951 1観 I蒻 .J954 1螂 暉 J蒻9 1饂 I蒻 ＂庫 lfl61 匹 ＂鰈 1鱈
連合設計社 1 1 2 1 

西川駆 2 1 1 1 

RIA建築総合研究所 1 1 2 1 

吉田五十八 2 1 1 1 

生田勉 1 1 1 

平松建築設計ま務所 1 1 1 

アントニン・レーモン ド 1 1 

清水建設 1 1 

柴田陽＝ 2 

台原信 1 1 

高田秀＝ 1 1 

安藤組 1 1 

竹中工務店 1 1 

国方秀男 2 

福田良一 2 

伴弘好 1 1 

柴岡亥佐雄 1 

長倉康彦 1 1 

小川建築設計事務所 1 1 

堀田英二建築設計 1 1 

山田水城建築設計ま務所 1 1 

稲田建築設計ま務所 1 1 

小野薫 1 

内井康夫 1 

丹下健三 1 

T.GOH 1 

半沢重信 1 

山下樹郎設計車務所 1 

佐藤保隆 1 

合田信雄 1 

宮島春樹 1 

森田茂介 1 

関原繁 1 

漬瀬永 1 
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図 2-25：内部空間の要素の省略数２以上の設計者（建築⽂化） 
 

設（内蓼

”“ 
1949 “暉 195.1 t饂 1麟 1954 1躙 t塁賢l 1967 1饂 ＂瓢 19611 196_1 

＂ ＂ 
iif4 

双栗舎建築車務所 1 

上田恒太郎 1 

佐野正一 1 

不明 1 

佐藤武夫設計車務所 1 

現代建築研究所 1 

林昌＝ 1 

福島勲 1 

土屋勉 1 

坂倉順三建築研究所 1 

大成建設 1 

増沢洵建築設計車務所 1 

石田建築研究所 1 

小林威 1 

山脇巌 1 

森京介建築研究所 1 

永松亘 1 

園建築設計車務所 1 

有田和夫建築研究所 1 

柳建築設計五務所 1 

日新設計 1 

佐藤仁 1 

佐藤秀工務店 1 

伊藤喜＝郎建築研究所 1 

馬場建築車務所

余川和夫

横河工務所

武基雄研究室

吉中建築設計車務所

中島建築事務所

林雅子

杉坂建築車務所
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図より、要素の省略が２以上の作品を設計しているのは、掲載数の多い順に連合設計社、
⻄川驍、RIA建築総合研究所、吉⽥五⼗⼋、⽣⽥勉らがあげられる。発⽣時期の早い作品を
⾒ると、1952 年にアントニン・レーモンドによって設計されていることがわかる。その後、
続けて多くの建築家による作品が⾒られるようになる。 

では、要素の省略数を多くし、より開放的な内法上装置を設計した設計者をみる。図 2-
26 は、要素の省略数を４箇所ある作品の設計者にして再び年ごとに作品数を表した。図よ
り、要素の省略が 4 箇所の作品を設計しているのは、掲載数の多い順に⻄川驍、吉⽥五⼗
⼋、アントニン・レーモンドらがあげられる。発⽣時期の早い作品を⾒ると、1952 年にア
ントニン・レーモンドによって設計されていることがわかる。その後、続けて多くの建築家
による作品が⾒られるようになる。  
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図 2-26：内部空間の要素の省略数 4箇所の設計者（建築⽂化） 
 

霞 （内鬱）， 1948 19縞 :mo 1951 直 t11i3 暉 4 l饂 ＂鵬 Jffl .. 譴 i髄 ,. 9鑢1 1攣 "輪3 iM4 
西川醗 1 1 1 

吉田五十八 1 1 1 

アントニン レーモンド 1 1 

伴弘好 1 1 

山田水城建築設計事務所 1 1 

高田秀三 1 1 

連合設計社 1 1 

丹下健三 1 

佐藤保隆 1 

合田信雄 1 

宮島吝樹 1 

森田茂介 1 

国方秀男 1 

関原繁 1 

福田良一 1 

上田恒太郎 1 

安藤組 1 

RIA建築総合研究所 1 

生田勉 1 

坂念順三廷築研究所 1 

大成建設 l 

I曽沢洵建築設計事務所 1 

石田建築研究所 1 

小林威 1 

山脇巌 1 

森京介建築研究所 1 

永松亘 1 

有田和夫建築研究所 1 

柴岡亥佐雄 1 

堀田英二建築設計 1 

小川建築設計事務所 1 

武基雄研究室 1 

吉中建築設計事務所 1 

林雅子 1 

稲田建築設計事務所 1 

平松廷築設計事務所 1 
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以上より、『建築⽂化』における内部にある開放的な内法上装置について、設計者ごとに
確認できた。次に、外部の内法上装置の設計者についても同様に⾒る。 
 図 2-27 は、『建築⽂化』における外部の内法上装置のうち要素の省略数が 2 以上の作品
を設計者ごとに⾒た。横軸は年、縦軸は設計者を表している。設計者は掲載作品数の多い者
から順に表している。図中の数字は、作品数を表している。 

図より、要素の省略が２以上の作品を設計しているのは、掲載数の多い順に⻄川驍、連合
設計社、福⽥良⼀らがあげられる。発⽣時期の早い作品を⾒ると、1950 年に佐藤武夫によ
って設計されていることがわかる。その後、続けて多くの建築家による作品が⾒られるよう
になる。 
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図 2-27：外部空間の要素の省略数 2以上の設計者（建築⽂化） 
 

設 ；（外部

”“ 
1磁 l'-印 19$1 1鱗2 ＂四 l9J4 1疇 t躙 1蒻7t鱒 1靡S 1鯛01蒻1 1閾2t髄a1髄

西川騎 1 1 1 1 1 

連合設計社 1 1 2 

福田良一 1 2 1 

長倉康彦 1 1 2 

山田水城建築設計事務所 1 1 1 

福永建築設計事務所 1 1 

坂倉順三建築研究所 1 1 

大江宏 1 1 

生田勉 1 1 

GAD設計亭務所 2 

堀田英二建築設計 1 

日新設計 1 

菊竹渚則 1 

伴弘好 1 

横河工務所 1 

森田茂介 1 

村田政演建築設計事務所 1 

宮本忠長 1 

堀口捨巳 1 

不明 1 

船越徹 1 

平松建築設計事務所 1 

半沢垂信 1 

林雅子 1 

馬場建築事務所

゜
1 

榛沢敏郎 1 

中島建築享務所 1 

都市建築研究所 1 

丹下健三 1 

武基雄研究室 1 

滝沢健児 1 

高田秀三 1 

大成建設 1 
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図 2-27：外部空間の要素の省略数 2以上の設計者（建築⽂化） 
 

設計奮（外部 19. 緯 1949 lfl印 19$.1 t鱗 -. 輯3 19~ 111&6 1躙 9鑢7 i鱒 1資91鱒〇 1蒻I 1細 1躙 1闘
創和建築設計事務所 1 

関原繁 1 

鈴木伸一 1 

図師嘉彦 1 

杉坂建築事務所 1 

柴田陽三 1 

佐藤武夫 1 

佐藤仁 1 

佐藤武夫設計李務所 1 

佐藤秀工務店 1 

需藤英彦 1 

小林咸 1 

現代建築研究所 1 

国方秀男 1 

加倉井昭夫 1 

小野薫 1 

岡田哲郎建築設計事務所 1 

太田利彦 1 

大江修設計亭務所 1 

海田昌則 1 

内井康夫 1 

稲田建築設計事務所 1 

石田建築研究所 1 

石塚組 1 

有田和夫建築研究所 1 

網戸建築設計事務所 1 

阿久井喜孝 1 

合田信雄 1 

T.GOH 1 

RIA建築総合研究所 1 

I.N.A. 新建築研究所 1 

圏建築設計事務所 1 
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では、要素の省略数を多くし、より開放的な内法上装置を設計した設計者をみる。図 2-
28 は、要素の省略数を４箇所ある作品の設計者にして再び年ごとに作品数を表した。図よ
り、要素の省略が 4 箇所の作品を設計しているのは、⼭⽥⽔城建築設計事務所が 2 作品あ
り、残り 12⼈が 1作品であることがわかる。発⽣時期を⾒ると、1955 年に図師嘉彦、丹下
健三によって設計されていることがわかる。  
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図 2-28：外部空間の要素の省略数 4以上の設計者（建築⽂化） 
 

設計着 0外睾） 19鵡 1949 1950 1951、 1952 1953 1964 1955 1966 1957 19邸 1959 1960 1961 1師2 1963 1964 

山田水城建築設計事務所 1 1 

合田信雄 1 

阿久井喜孝 1 

生田勉 1 

佐藤武夫設計車務所 1 

図師君彦 1 

武基雄研究室 1 

丹下健三 1 

長倉康彦 1 

中島建築享務所 1 

西川騎 1 

榛沢敏郎 1 

林雅子 1 
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2-6 ⼩括 
以上より、3 章では近現代の建築物における開放的な内法上装置について、その発⽣時期

や⼀般化した時期について明らかにすることができた。まずその設置される場所について
確認すると、『新建築』では居間や客間、寝室といった居室の他、これらを繋ぐ通路として
縁側との境界で数多くの開放的な内法上装置をみるとこができた。『建築⽂化』では、居間
を中⼼として数多くの開放的な内法上装置をみるとこができた。つまり、内法上を開放的に
扱うことで、家族の空間を開放的に扱うことがわかる。またそれに伴い、隣接する居室も開
放的に扱うことがわかる。 

続いて開放的な内法上装置が発⽣する時期と⼀般化した時期について確認した。要素の
省略箇所が 2以上の開放的な内法上装置は、『新建築』において戦前にわずかにみられるこ
とがわかった。それらが戦後 1950 年あたりになると作品数が増加し、⼀般的な意匠になる
ことがわかる。『建築⽂化』についても同様に、戦後 1950 年を超えると、開放的な内法上
装置の作品数が増加し⼀般的な意匠になることがわかる。 
 さいごこれら開放的な内法上装置の設計者を確認すると、戦前は、吉⽥五⼗⼋、アントニ
ン・レーモンドらによって設計されていることが確認できた。また、戦後は数多くの建築家
によって設計されていることが確認できた。 
 つまり、開放的な内法上装置は戦前にはわずかしかみられず、戦後 1950 年頃から⼀般化
していく。それらを牽引したのは吉⽥五⼗⼋とアントニン・レーモンドである。 

 

図 2-29：開放的な内法上装置の主な設計者（新建築） 
 

図 2-30：開放的な内法上装置の主な設計者（建築⽂化） 
 

＼ 戦前 戦後

吉田五十八 大熊喜英、清家清、田中清、吉田五十八

旦 アントニン ・レーモンド 彦谷建築、篠原一男、坂倉準三、柳英男

網戸武夫 大林組、池亀建築、佐倉大有

久米建築、藤井厚二 竹中工務店、大江修建築、大熊喜英、
外 山口文象、坪谷熊平 坂倉準三、 船越徹、佐藤秀工務店
部

阿久井喜孝、早大武研究室

＼ 戦後

連合設計社、西川饒、 RIA、吉田五十八

旦 生田勉、 平松建築、清水建設、柴田陽三

アントニン・レーモン ド

西）II饒、連合設計社、福田良一、 長倉康彦

t 山田水城設計、福永建築、坂倉準三

大江宏、 生田勉
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3 章 開放的な内法上装置の詳細 
 

前章より、開放的な内法上装置の発⽣時期や⼀般化した時期、その設計者について明らか
となった。図 3-1 は、雑誌ごとに内法上における各要素の省略化がみられた作品の数量をあ
らわしている。ここで各要素をみると、材料の違いや素材の有無でさらに細かくみることが
できる。図 3-2 では、それらの意匠の例を⽰している。このように、開放的な内法上装置
は、作品ごとに異なった意匠を持つことがわかる。3 章では、詳細図および写真を⽤いて内
法上装置を開放的に扱った作品の詳細についてみる。また、それらの設計意図として記載さ
れている作品解説についても確認する。 
 

 
図 3-1： 要素ごとにみる省略化がみられる作品の数量（左：『新建築』 右：『建築⽂化』） 
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図 3-2： 要素が省略した内法上装置の例 
  

廻縁ナシ 天井目地連続 天井その他（棟ズレ）

門田邸臼倉健之 1959 ある公邸大江宏 1956 松本幸四郎邸 坂倉準三 1958 
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3-1 分析⽅法 
 まず、対象作品の中から内法上装置に関する詳細図及び内法上装置に関する記述がみら
れる作品を抽出する。表 3-1 および表 3-2 は、それぞれ『新建築』『建築⽂化』において詳
細図のある作品および記述の⾒られる作品のリストである。3 章ではこれらの詳細図と記述
から内法上の意匠を詳細にみる。ここで詳細図のある開放的な内法上装置をみると、内法上
を開放的に扱った意匠は 3 つの項⽬にわけることができる。 
それらは、要素が省略するもの、内法上の要素が他の装置に代⽤するもの、そして要素が追
加するものである。詳細図分析では、各詳細をこれらの項⽬に分けながら、各要素の材料や
⼨法、吊束や建具の取り付け位置やその⽅法について確認する。記述分析では、詳細図分析
で確認できなかった内法上の材料や⼨法について確認する。また、内法上を開放的に扱う意
図やその背景について確認する。各節は図 3-1 の要素ごとに確認する。 
 

表 3-1：内法上に関する詳細図及び記述のある作品リスト（新建築） 

  

番号 出版年 作品名 設計者 内法上の詳細図 内法上に関する記述
⻄暦 ⽉
1 1937 8 ⼩林⽒邸 ⼭⼝蚊象 ●
2 1941 1 ⼭⼝書伯邸 吉⽥五⼗⼋ ●
3 1951 9 森博⼠の家 清家清 ●
4 1952 8 K⽒邸 清⽔建設株式會社 ●
5 1952 10 O⽒邸 佐倉⼤有 ●
6 1953 4 S⽒邸 槇⼀郎 ●
7 1953 7 齋藤邸 沖種夫 ●
8 1953 7 ブロワー邸 レーモンド建築事務所 ● ●
9 1953 9 三⼈姉妹の家 稲⽥尚之 ●
10 1953 11 ⽊造試作⼩住宅 ⽥村博 ●
11 1955 1 住居 丹下健三 ●
12 1955 7 PSコンクリート梁を⽤いた家 柳英男 ●
13 1956 6 T型平⾯の家 武基雄研究室 ●
14 1956 6 川端の家 安東勝男 ●
15 1957 4 丘の斜⾯にたつ家 伴弘好 ●
16 1958 8 Fさんの家 増沢洵建築設計事務所 ●
17 1958 9 与野の家 三橋真三 ●
18 1958 12 千⽥さんの家 奈良信建築設計事務所 ●
19 1959 5 ⼭下邸 広瀬鎌⼆建築事務所 ●
20 1959 10 夙川の家 ⽵中⼯務店 ●
21 1960 5 鎌倉浄明寺の家 三橋真三 ●
22 1961 1 N⽒の⼩別荘 ⼭脇建築研究室 ●
23 1962 1 佐⽵さんの家 清家清 ●
24 1962 11 T⽒邸 美建設計事務所 ●
25 1963 6 K⽒邸 藤本武男 ●

----- -----------
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表 3-2：内法上に関する詳細図及び記述のある作品リスト（建築⽂化）  
番号 作品名 設計者 内法上の詳細図 内法上に関する記述

⻄暦 ⽉
1 1950 2 K⽒邸 佐藤武夫 ●
2 1952 10 レイモンド建築設計事務所 アントニン・レーモンド ●
3 1953 12 速⽥邸 アントニン・レーモンド ●
4 1954 1 A邸 村⽥政眞建築設計事務所 ●
5 1954 9 S⽒邸 柴⽥陽三 ●
6 1956 1 ⾓川邸 加倉井昭夫 ●
7 1956 4 Y⽒邸 ⼭下樹郎設計事務所 ●
8 1956 7 S⽒邸 ⾼⽥秀三 ●
9 1956 11 鎌倉のI⽒邸 岡⽥哲郎建築設計事務所 ●
10 1956 12 Iさんのすまい 佐藤保隆 ● ●
11 1957 2 若き建築家の⾃邸 合⽥信雄 ●
12 1957 3 デザイナーの家 森⽥茂介 ●
13 1957 6 M⽒邸 半沢重信 ●
14 1957 5 Kの家 清瀬永 ●
15 1957 9 ⽩幡君の家 福⽥良⼀ ●
16 1957 11＊ 沓掛の家 連合設計社 ●
17 1958 7 ⻲甲の家 ⽣⽥勉 ●
18 1959 3 卍プランの家 ⽯⽥建築研究所 ●
19 1959 3 松尾邸 ⼩林威 ●
20 1959 6 鉄⾻住宅試案 柴⽥陽三 ●
21 1959 8 S⼩住宅 ⼭脇巌 ●
22 1960 7 T別荘 ⻑倉康彦 ● ●
23 1960 8 Yさんの家 阿久井喜孝 ●
24 1961 7 Y⽒邸 ⼭⽥⽔城建築設計事務所 ●
25 1962 2 K⽒邸 ⼤成建設 ●
26 1962 10 K⽒邸 ⼭⽥⽔城建築設計事務所 ● ●
27 1962 12 N⽒邸 稲⽥建築設計事務所 ●
28 1963 9 Ko⽒邸 ⻄川驍 ●

出版年

------ ------------------
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3-2 天井、屋根裏 
 それではまず、天井⾯における意匠について要素ごとに確認する。天井⾯の要素が省略化
した作品は、『新建築』で 167 箇所、『建築⽂化』で 111 箇所であった。この中で詳細図が
ある作品は『新建築』では 13 作品、『建築⽂化』では 14 作品あった。天井⾯は、内法上装
置そのものではないが、天井⾯の廻縁を省略することや竿縁を連続することで隣室間が連
続することがわかる。ここでは、天井⾯だけでなく、屋根裏にも着⽬し、内法上を開放的に
扱う意匠の詳細をみる。 
 
3-2-1 天井（廻縁ナシ） 

通常、隣室間の天井⾯は室ごとに廻縁がつけられる。または、内法上の建具のために鴨居
や枠が天井⾯につけられる。ここでは、隣室間にあえて廻縁をなくした作品をみることで、
その意匠の効果を確認する。 

まず、図 3-3 と図 3-4 は『新建築』から 1955 年の柳英男による“PS コンクリート梁を⽤
いた家”の寝室から居間を⾒た写真とその詳細図である。図 3-3 および 3-4 より隣室間には
廻縁がなく、同材料の天井⾯が連続していることがわかる。こうした天井⾯の廻縁や鴨居を
省略した作品は、『新建築』で 9 作品、『建築⽂化』では 6 作品であった。 
 

図 3-3： 柳英男：PS コンクリート梁を⽤いた家 
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図 3-4： 柳英男：PS コンクリート梁を⽤いた家 
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3-2-2 天井（⽬地連続） 
 天井には竿縁やボードの⽬地ように、⼀定の間隔で⽬地ができる。ここでは、⽬地によっ
て内法上にどのような効果があるのかを確認する。 
 

図 3-5：⽥村博：⽊造試作⼩住宅 

図 3-6：⽥村博：⽊造試作⼩住宅 
 

図 3-5、図 3-6 は、『新建築』から 1953 年の⽥村博による“⽊造試作⼩住宅”の居間兼⾷堂
から和室を⾒た写真とその詳細図である。天井⾯の竿縁が隣室にも連続していることがわ
かる。これにより内法上の連続性が強調されていることがわかる。図 3-7、図 3-8 は、『建
築⽂化』から 1956 年の⾼⽥秀三による“S⽒邸”の和室から居間を⾒た写真とその詳細図で
ある。図 3-7 の左側に⾒える内法上装置は⽬透かし天井の⽬地が横⽅向に連続しているこ
とがわかる。このような天井の竿縁や⽬地によって隣室間の連続性が強調された作品は、
『新建築』では 12 作品、『建築⽂化』では、13 作品であった。また、図 3-7 では、天井の
⽬地が床の間に向かっていることがわかる。このような床挿は、『新建築』で 1 作品、『建築
⽂化』でも 1 作品であった。  
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図 3-7：⾼⽥秀三：S⽒邸 

図 3-8：⾼⽥秀三：S⽒邸 
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さらに、この中で特徴的な作品をみる。図 3-9、図 3-10は、『建築⽂化』から 1960年の
⻑倉康彦による“T別荘”の 6帖からリビングルームを⾒た写真とその詳細図である。図 3-9
をみると、建物外部の軒天の⾼さを内部の天井に合せていることがわかる。図 3-10をみる
と、これによって室の内外で天井が連続していることがわかる。また、その材料をみると外
部は⽯膏フレキシブルシート、内部はナラ合板と異なることがわかる。しかし、それぞれの
⽬地は室の内外で揃っているため連続性が強調されていることがわかる。このように建物
の内部と外部の天井⾼を合せた作品は、『新建築』で 1 作品、『建築⽂化』で 1 作品であっ
た。 
 

図 3-9：⻑倉康彦：T別荘 
 

 
 



 51 

図 3-10：⻑倉康彦：T別荘 
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続いて、作品の中には天井を貼らないものが確認できた。図 3-11、図 3-12 は、『新建築』
から 1953 年のレーモンド建築事務所による“ブロワー邸”の居間兼⾷堂から仕事室を⾒た写
真とその詳細図である。天井を貼らないため、屋根の構造体が室内から⾒えた状態になって
いる。構造体は居室に関係なく建物全体に架けられるため、隣室に連続していることがわか
る。これより天井の連続性が強調されていることがわかる。このような作品は『新建築』で
は 2 作品、『建築⽂化』では 3 作品⾒ることができた。 
 

図 3-11：レーモンド建築事務所：ブロワー邸 
 

  
図 3-12：レーモンド建築事務所：ブロワー邸 
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3-2-3 天井（その他） 
ここでは天井の意匠の中から、前節とは異なる意匠の作品を取り上げる。図 3-13、図 3-

14 は、『建築⽂化』から 1953 年のレーモンド建築事務所による“速⽥邸”の 8帖から 6帖を
⾒た写真とその詳細図である。写真から室内に⾒える棟⽊の位置がその下にある襖の位置
とずれていることがわかる。図 3-14 をみると、この棟は室内の意匠をして作られたもので、
建物全体の棟の位置ともずれていることがわかる。このずれによって内法上で隣室間との
境界があいまいになっていることがわかる。このような作品はこれ以外に⾒られなかった。 
 

図 3-13：レーモンド建築事務所：速⽥邸 

図 3-14：レーモンド建築事務所：速⽥邸 
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図 3-16：合⽥信雄：若き建築家の⾃邸 
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さらに、この中で特徴的な作品をみる。図 3-17、図 3-18 は、『建築⽂化』から 1961 年の
⼭⽥⽔城建築設計事務所による“Y⽒邸”の居間から 8帖を⾒た写真とその詳細図である。図
3-17 より、構造体と構造体の隙間である⾯⼾に⾯⼾板のような壁がなく、ガラスがはめら
れ抜けていることがわかる。このように内法上の⾯⼾が抜けている作品は、『建築⽂化』で
は、2 作品⾒ることができた。 
 

図 3-17：⼭⽥⽔城建築設計事務所:Y ⽒邸 

図 3-18：⼭⽥⽔城建築設計事務所:Y ⽒邸 
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3-3-2 ⼩壁（下端） 
 内法上に壁はないものの鴨居を⽀えるために⼒貫や板状の欄間が⼊った作品がある。図
3-19、図 3-20は、『新建築』から 1959 年の⽵中⼯務店による“夙川の家”の和室から縁側を
⾒た写真とその詳細図である。⼒貫によって内法上の下端は塞がっているが、吊束を省略す
ることができるため上部は開放的になっていることがわかる。ここではさらに天井⾯が隣
室に連続して貼られていることがわかる。図 3-11 のレーモンド建築事務所によるブロワー
邸も同様に、⼒貫によって吊束が省略され内法上の上部が開放的になっている。このような
作品は、『新建築』では 3 作品、『建築⽂化』では 2 作品であった。 
 

図 3-19：⽵中⼯務店：夙川の家 
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 図 3-20：⽵中⼯務店：夙川の家 
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3-3-3 ⼩壁（上端、構造体） 
 内法上に壁はないものの上部に梁や垂⽊が⾒えるものがある。図 3-21、図 3-22 は、『建
築⽂化』から 1957 年の連合設計者による“沓掛の家”の和室の写真とその詳細図である。詳
細図をみると、0.4×0.7尺の構造体が内法上にあることがわかる。写真より隣室ともに天井
材が同⼀であるが内法上の上端を遮られていることがわかる。これより天井に廻縁が無い
作品に⽐べて連続性が低くなることがわかる。このように内法上の上端が構造体によって
遮られているものは『新建築』では 1 作品、『建築⽂化』では 2 作品であった。 

 

図 3-21：連合設計者：沓掛の家 
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図 3-22：連合設計者：沓掛の家 
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3-4 吊束ナシ（鉄材） 
次に吊束における意匠について要素ごとに確認する。吊束が省略化した作品は、『新建築』

で 215 箇所、『建築⽂化』で 155 箇所であった。この中で特に吊束が省略され代わりに鉄材
のボルトやピアノ線になっている作品を⾒ることができた。これらの詳細図がある作品は
『新建築』では 3 作品、『建築⽂化』では 6 作品あった。 

まずは、鉄材の吊束のバリエーションについてみる。図 3-23、図 3-24 は、『新建築』か
ら 1937 年の RIA 建築総合研究所の⼭⼝⽂象による“⼩林⽒邸”の居間を⾒た写真とその詳
細図である。詳細図を⾒ると、内法上に釣束プレートが 2枚あることがわかる。このような
プレート型の吊束は他に⾒られなかった。 
 

図 3-23：⼭⼝⽂象：⼩林⽒邸 

図 3-24：⼭⼝⽂象：⼩林⽒邸 
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続いて、図 3-25、図 3-26 は、『建築⽂化』から 1956 年の佐藤保隆による“I さんのすま
い”の居間から家事室を⾒た写真とその詳細図である。詳細図をみると、吊束が 13φ釣りボ
ルトと表記されていることがわかる。建具はアキで抜けており、開放的な内法上となってい
る。このように鉄材の吊束の中でボルトによる作品は、『新建築』で 3 作品、『建築⽂化』で
4 作品であった。 
 

図 3-25：佐藤保隆：Iさんのすまい 

図 3-26：佐藤保隆：Iさんのすまい 
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また、この中で特徴的な作品を⾒る。図 3-27、図 3-28 は、『建築⽂化』から 1956 年の⾼
⽥秀三による“S⽒邸”の和室から居間を⾒た写真とその詳細図である。写真⼿前の内法上装
置と左⼿に⾒える内法上装置は、それぞれ吊束がなく代わりに⽵材が取り付けられている
ことがわかる。ここで⽵材の束について詳細にみる。左⼿の内法上は、間⼝が 2 間で鴨居の
上に⼒貫がある。これに対して、⼿前の内法上は、間⼝が 1.5 間だが鴨居を⽀えるような部
材が⾒られない。そこでこの⽵材の中に鉄のボルトあるいはワイヤーが⼊っていると考え
られる。このような作品は他では⾒られなかった。 

 

図 3-27：⾼⽥秀三：S⽒邸 

図 3-28：⾼⽥秀三：S⽒邸 
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 さいごに、図 3-29、図 3-30は、『建築⽂化』から 1962 年の⼭⽥⽔城建築設計事務所によ
る“K⽒邸”の居間を⾒た写真とその詳細図である。詳細図をみると、吊⾦物：（⾓パイプ 40
×20）と鉄材の吊束が使⽤されていることがわかる。このような⾓パイプによる吊束は他で
は⾒られなかった。 
 

図 3-29：⼭⽥⽔城建築事務所：K⽒邸 

図 3-30：⼭⽥⽔城建築事務所：K⽒邸 
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 次に、鉄材の吊束の位置についてみる。図 3-31、図 3-32 は『新建築』から 1937 年の RIA
建築総合研究所の⼭⼝⽂象による“⼩林⽒邸”の居間を⾒た写真とその詳細図である。詳細図
をみると内法上に釣束プレートが 2 枚あることがわかる。この吊束の位置をみると、内法
上にある建具の召し合わせに重なるように置かれていることがわかる。図 3-31 の写真をみ
ると、これによって鉄材の吊束が内部から⾒えなくなっていることがわかる。 
 

図 3-31：⼭⼝⽂象：⼩林⽒邸 

図 3-32：⼭⼝⽂象：⼩林⽒邸 
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 最後に、吊束の⼨法についてみる。吊束は鴨居を⽀えるためにある部材である。そこで鴨
居との関係を把握するために鴨居の⼨法についてもみる。表 3-3、表 3-4 は内法上の詳細図
のある図⾯の中で吊束と鴨居の⼨法がわかる作品をまとめたものである。 
 

表 3-3：吊束および鴨居の⼨法について（新建築） 

 
表 3-4：吊束および鴨居の⼨法について（建築⽂化） 

 
表 3-3、表 3-4 は作品ごとに、内法上装置の間⼝、鴨居の⾒付⼨法、吊束の材料と⼨法、

その他に⼒貫や桁、桟といった内法上の特徴について⽰している。まず、鉄材の吊束の⼨法
をみると、『新建築』ではφ6 の吊束が 2 作品ある。『建築⽂化』ではφ9、φ13 の作品があ
る。これより鉄材による吊束は極めて細い束にすることができていることがわかる。 
次に鴨居の⾒付をみると、『新建築』では最⼩で 36mm、最⼤で 155mmであった。『建築

⽂化』では最⼩で 33mm、最⼤で 363mmであった。ここで鉄材の吊束が使⽤されている作
品をみると、『新建築』では 40mm、45mm、48mm、60mmあることがわかる。これ以外の
作品と⽐較すると、やや⾒付が⼩さくなっているものの⼀般的な吊束の場合と同程度の⼨
法であることがわかる。これより鴨居の⼨法を変更することなく、鉄材の吊束を使うことが
可能であることがわかる。 
 
  

番号 出版年 作品名 設計者 間⼝ 鴨居⾒付 吊束（材料と⼨法） 備考欄

⻄暦 ⽉ 間 mm

1 1937 8 ⼩林⽒邸 ⼭⼝蚊象 2.5 45 鉄材 プレート

12 1955 7 PSコンクリート梁を⽤いた家 柳英男 1.5 40 鉄材 ボルト

14 1956 6 川端の家 安東勝男 2 60 鉄材 ボルト6φ

20 1959 10 夙川の家 ⽵中⼯務店 2 40 鴨居の上に板（⼒貫）240mmがつく

21 1960 5 鎌倉浄明寺の家 三橋真三 2.5 36 鴨居の上に板（⼒貫）212mmがつく

13 1956 6 T型平⾯の家 武基雄研究室 2 48 鉄材 ボルト6φ

18 1958 12 千⽥さんの家 奈良信建築設計事務所 1.5 40 ⽊製 ⽊製の吊束が1本つく

19 1959 5 ⼭下邸 広瀬鎌⼆建築事務所 2 90

22 1961 1 N⽒の⼩別荘 ⼭脇建築研究室 1 151

23 1962 1 佐⽵さんの家 清家清 1.5 61

24 1962 11 T⽒邸 美建設計事務所 1.5 150

25 1963 6 K⽒邸 藤本武男 2 155

番号 出版年 作品名 設計者 間⼝ 鴨居⾒付 吊束（材料と⼨法） 備考欄
⻄暦 ⽉ 間 mm
1956 4 Y⽒邸 ⼭下樹郎建築事務所 2 不明 鉄材 ボルト9φ

10 1956 12 Iさんのすまい 佐藤保隆 1.5 33 鉄材 ボルト13φ
26 1962 10 K⽒邸 ⼭⽥⽔城建築設計事務所 2 40 鉄材 ⾓パイプ40×20
24 1961 7 Y⽒邸 ⼭⽥⽔城建築設計事務所 2 40 桁240mmの下に鴨居がつく
4 1954 1 A邸 村⽥政眞建築設計事務所 2 152
6 1956 1 ⾓川邸 加倉井昭夫 1.5 60
9 1956 11 鎌倉のI⽒邸 岡⽥哲郎建築設計事務所 2 182 鉄材 ボルト
14 1957 5 Kの家 清瀬永 2 40 建具はガラスのはめ殺し 中央に桟が⼊る
16 1957 11＊ 沓掛の家 連合設計社 2 76 ⽊製 ⽊製の吊束が2本つく
18 1959 3 卍プランの家 ⽯⽥建築研究所 1 60
28 1963 9 Ko⽒邸 ⻄川驍 2 363

‘ ---- ----

~、 --- ---
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3-5 建具 
次に建具における意匠について要素ごとに確認する。建具が省略化した作品は、『新建築』

で 164 箇所、『建築⽂化』で 160箇所であった。この中で詳細図がある作品は『新建築』で
は 14 作品、『建築⽂化』では 15 作品あった。建具は、を開放的に扱った作品として、建具
が全くない意匠のほか、ガラスを⽤いた作品をみることができる。ここでは、建具が全くな
い作品とガラスを⽤いた作品に着⽬し、その詳細をみる。 
 
3-5-1 建具（ナシ） 
 まず、建具をなくした事例について確認する。図 3-33、図 3-34 は、『建築⽂化』から 1957
年の合⽥信雄による“若き建築家の⾃邸”の居間から和室を⾒た写真とその詳細図である。内
法上をみると⼩壁および建具が全くないことがわかる。これにより隣室間が抜けた開放的
な意匠となっている。このような作品は、『新建築』では 5 作品、『建築⽂化』では 5 作品で
あった。 
 

図 3-33：合⽥信雄：若き建築家の⾃邸 
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図 3-34：合⽥信雄：若き建築家の⾃邸 
 
  

-
．．．．．．．
 9-

］
 

―

―

 

若きlllli軍の目邸詳鯛図 d● <ail, .. 四 .. 



 69 

3-5-2 建具（ガラス） 
 続いて、建具にガラスが使⽤された事例について確認する。図 3-35、図 3-36 は、『建築
⽂化』から 1959 年の柴⽥陽三による“鉄⾻住宅試案”の居間の写真とその詳細図である。内
法上をみると⼩壁は全くなく、そこにガラスのはめ殺しがつけられていることがわかる。こ
れによって内法上が開放的になり、建物の内部と外部が連続した意匠になっている。このよ
うな作品は『新建築』では 10作品、『建築⽂化』では 12 作品であった。 
 

図 3-35：柴⽥陽三：鉄⾻住宅試案      図 3-36：柴⽥陽三：鉄⾻住宅試案 
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 次にガラスのはめ殺しの取り付けについて⾒る。図 3-37、図 3-38 は、『新建築』から 1960
年の三橋真三による“鎌倉浄明寺の家”の居間から和室を⾒た写真とその詳細図である。写真
をみると、まず鴨居の中央に束があり、天井にある棟⽊と揃うようについている。これによ
って内法上の建具は左右に分かれ、鴨居と勾配屋根によってできる三⾓形の⾯に対してガ
ラスがはめられていることがわかる。この場合ガラスを⼀度にはめることは難しいため、真
ん中に桟が⼊りガラスを分けている。このように、内法上が勾配屋根によって矩形でない場
合、ガラスを⼀度にはめることは難しくほとんどの作品で桟が⼊っている。 
 

図 3-37：三橋真三：鎌倉浄明寺の家 

図 3-38：三橋真三：鎌倉浄明寺の家 
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図 3-39、図 3-40、図 3-41 は、『建築⽂化』から 1959 年の⼩林威による“松尾邸”の和室
から居間を⾒た写真とその詳細図である。図 3-33 の奥にみえる内法上装置をみると、先ほ
どの作品と同様に内法上のガラスに桟が⼊っていることがわかる。これに対して、図 3-34
をみると内法上が矩形の場合は桟がないことがわかる。 

図 3-39：⼩林威：松尾邸 

図 3-40：⼩林威：松尾邸 
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図 3-41：⼩林威：松尾邸 
 
 最後に特徴的な意匠についてみる。図 3-42、図 3-43 は、『新建築』から 1963 年の藤本武
男による“K⽒邸”の和室を⾒た写真とその詳細図である。ここでも内法上に⼩壁はなく、代
わりにガラスのはめ殺しがつけられている。ここで鴨居についてみると、鴨居が箱型になっ
ており、内部に照明器具が取り付けられていることがわかる。これより鴨居が内法上や天井
を照らす照明器具として機能していることがわかる。このような作品は他に⾒られなかっ
た。 

図 3-42：藤本武男：K⽒邸 
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図 3-43：藤本武男：K⽒邸 
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3-6 記述分析 
前節では内法上の各部にある意匠について、詳細図を⾒ることでさまざまな⼯夫を確認

することができた。次に、設計者による作品説明を⾒ることで内法上装置の意匠の意図を把
握する。まず、表 3-1 および表 3-2 において内法上に関する記述のある作品を収集した。表
3-5 および表 3-6 はそれらの作品に⾒られた記述をまとめたものである。記述を通読する
と、記述を通読すると、天井、吊束、建具といった内法上の各要素に関する記述のほか、こ
れらを統合した空間に関する記述もみられた。表 3-5 および表 3-6 にはそれぞれの記述が
どの要素について述べているのかを⽰している。記述分析ではこの４つの要素ごとに内法
上装置に関する記述を確認する。 
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表
3-

5:
記

述
リ

ス
ト
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新

建
築

）
 

番
号

⻄
暦

タ
イ

ト
ル

設
計

者
⾔

説
空

間
天

井
⼩

壁
吊

束
建

具
No

.1
19

41
⼭

⼝
画

伯
邸

吉
⽥

五
⼗

⼋
天

井
が

低
い

た
め

畳
敷

と
ベ

ラ
ン

ダ
と

の
間

仕
切

を
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に
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抜
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扱
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。
●

●

No
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19
51
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⼠
の

家
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家
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障
⼦
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鴨
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は

銅
線
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て
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る

が
銅

線
は

引
違
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間
障

⼦
の

召
合
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に

⼊
っ

て
い

る
か

ら
⾒

え
な

い
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撓
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わ
み
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⽌

め
る

だ
け

な
ら
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来

の
⽊

の
釣
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は

太
す

ぎ
る

●

No
.3
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森
博

⼠
の

家
清

家
清

縁
側

 
つ

き
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り
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息

室
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扉
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間
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設

株
式

會
社

釣
束

は
真

鍮
製

ク
ロ

ー
ム

鍍
⾦

●
No

.5
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O⽒

邸
佐

倉
⼤

有
欄

間
を

す
か

し
天

井
を

と
お

し
，

廣
々

と
し

た
つ
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が

り
を

つ
く

つ
て

い
る

．
●

●
●

No
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槇
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重
を

壁
體
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も

た
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隅
柱

を
廃

し
, 障

⼦
を

開
け

ば
畳

廊
下

ま
で

部
屋

と
す

る
こ

と
が

出
来

る
.

●

No
.7

19
53
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藤

邸
沖

種
夫

C 
空

間
の

連
続

性
壁

の
上

部
を

透
か
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る
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と
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⼆
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表
3-
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記

述
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ス
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建

築
⽂

化
）

 

番
号

⻄
暦

タ
イ
ト
ル

設
計
者

⾔
説
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間

天
井

⼩
壁
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束
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具
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邸
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⽥
陽
三

何
と
か
し
て
、
空
間
を
か
せ
ぐ
だ
け
か
せ
ぎ
、
室
内
の
細
い
造
作
は
後
廻
し
に
し
よ
う
と
い
う
⽅
針
で
進
め

た
。
そ
の
結
果
中
央
の
居
間
と
、
東
側
寝
室
と
の
天
井
を
連
続
し
た
も
の
と
し
、
居
間
の
南
側
に
、
内
法
上

に
屋
根
裏
⼀
杯
に
開
⼝
部
を
と
り
、
極
⼒
⼤
き
な
建
具
使
っ
て
⾒
た
が
、
最
初
に
⼼
配
し
た
程
⽇
光
に
不
⾜

し
な
い
の
で
、
そ
の
点
で
は
成
功
し
た
と
思
っ
て
い
る
。

●
●

No
.2

19
56
Iさ
ん
の
す
ま
い

佐
藤
保
隆

寝
室
と
、
和
室
に
⾼
度
の
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
イ
を
与
え
て
、
居
間
・
家
事
室
・
書
斎
を
開
放
的
に
し
、
襖
と

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
で
、
視
覚
的
に
さ
え
ぎ
る
こ
と
に
と
ど
め
た

●
●

No
.3

19
57
M
⽒
邸

半
沢
重
信

中
鴨
居
は
6m
m
鉄
⾓
棒
、
ピ
ア
ノ
線
で
約
5尺
間
に
吊
り
三
⾓
形
の
板
鉄
物
を
こ
れ
に
溶
接
し
て
幅
広
の
中

鴨
居
を
ビ
ス
締
め
し
、
そ
の
⽔
平
を
保
た
し
め
て
い
る
。

●

No
.4

19
58
⻲
甲
の
家

⽣
⽥
勉

主
な
⽣
活
空
間
は
、
ワ
ン
ル
ー
ム
シ
ス
テ
ム
の
形
態
を
と
っ
て
、
居
間
と
⾷
事
室
、
家
事
室
と
仕
事
室
は
、

家
具
間
仕
切
と
し
て
、
居
間
と
家
事
室
、
⾷
事
室
と
仕
事
室
の
間
は
ラ
ン
マ
解
放
の
フ
ス
マ
間
仕
切
と
し
、

部
屋
の
使
途
の
限
定
を
さ
け
た
。
 
空
間
的
な
解
放
性
を
強
調
す
る
た
め
、
寝
室
と
予
備
室
を
除
い
て
、
ふ

す
ま
は
引
込
に
な
り
、
ラ
ン
マ
は
透
明
ガ
ラ
ス
嵌
め
殺
し
で
あ
る
。

●
●

No
.5

19
59
S⼩
住
宅

⼭
脇
巌

平
⾯
の
⽞
関
、
居
間
兼
客
間
、
畳
み
敷
き
の
仕
事
場
は
厨
房
・
浴
室
と
共
に
透
明
ガ
ラ
ス
の
欄
間
に
よ
っ
て

室
空
間
を
広
く
感
じ
さ
せ
た
。

●
●

No
.6

19
60
T別
荘

⻑
倉
康
彦

ど
こ
か
ら
家
の
中
か
分
か
ら
な
い
も
の
と
い
う
開
放
的
な
あ
つ
か
い
を
、
居
間
に
、
⽇
本
間
に
、
寝
室
に
さ

え
あ
た
え
る
こ
と
に
な
り
、
冬
季
た
て
こ
む
⾬
⼾
の
⼾
袋
も
外
壁
か
ら
は
ず
し
、
押
⼊
れ
の
部
分
を
の
ぞ
く

す
べ
て
の
ラ
ン
マ
を
ガ
ラ
ス
⼊
と
し
、
四
⽅
に
つ
き
だ
し
た
深
い
ひ
さ
し
と
グ
ラ
ス
ラ
イ
ト
⼊
の
四
周
に
め

ぐ
ら
し
た
障
⼦
の
陰
を
⽊
陰
に
な
ぞ
ら
え
て
、
⽅
形
の
ス
ペ
ー
ス
が
ま
と
め
ら
れ
た
。

●
●

No
.7

19
60
Yさ
ん
の
家

阿
久
井
喜
孝

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
重
点
の
か
か
る
こ
と
に
よ
っ
て
か
な
り
閉
鎖
的
と
思
わ
れ
る
室
内
に
で
き
る
だ
け
解
放
感

を
与
え
る
べ
く
各
室
の
天
井
⾼
を
揃
え
、
室
内
空
間
と
外
部
空
間
の
連
続
性
を
強
調
し
、
仕
上
げ
や
家
具
に

は
明
る
い
原
⾊
を
積
極
的
に
と
り
⼊
れ
た
。

●
●

No
.8

19
62
N⽒
邸

稲
⽥
建
築
設
計
事
務
所

天
井
の
あ
つ
か
い
も
、
こ
う
し
た
こ
と
の
反
映
と
し
て
外
部
の
軒
天
は
、
居
間
、
⼦
供
室
の
天
井
に
つ
な
が

り
、
さ
ら
に
居
間
の
天
井
は
⼀
段
と
き
り
か
え
し
て
下
げ
ら
れ
た
材
質
を
か
え
て
茶
の
間
、
厨
房
の
空
間
に

ラ
ン
マ
で
つ
な
が
る
。

●
●

No
.9

19
62
K⽒
邸

⼤
成
建
設

⼭
荘
は
や
は
り
切
妻
を
豊
か
に
表
現
す
る
よ
う
に
⼼
が
け
、
空
間
を
外
か
ら
内
に
、
ま
た
内
か
ら
外
へ
と
⾃

然
の
つ
な
が
り
を
持
た
せ
る
こ
と
を
⽣
命
と
考
え
た
。
居
間
を
中
⼼
に
、
透
明
な
ガ
ラ
ス
ら
ん
ま
を
通
し
た

深
い
庇
と
居
間
の
延
⻑
の
ベ
ラ
ン
ダ
で
こ
れ
ら
を
求
め
た
。

●
●

No
.1
0

19
62
K⽒
邸
（
1）

⼭
⽥
⽔
城
建
築
設
計
事
務
所

居
間
の
天
井
は
そ
の
ま
ま
外
部
の
の
き
裏
に
続
き
、
室
内
外
の
連
続
感
を
強
調
し
た
も
の
で
あ
る
。

●
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3-6-1 空間 
内法上や隣室を含めた居室全体の空間についての記述は他の３つの記述の⽐べ最も多く

あった。『新建築』では 9 作品、『建築⽂化』では 6 作品であった。その中からまず 1958 年
の⽣⽥勉による“⻲甲の家”（建築⽂化）をみると次のような記述が⾒られた。 
 

図 3-44：⽣⽥勉：⻲甲の家 
 
「主な⽣活空間は、ワンルームシステムの形態をとって、居間と⾷事室、家事室と仕事室は、
家具間仕切として、居間と家事室、⾷事室と仕事室の間はランマ解放のフスマ間仕切とし、
部屋の使途の限定をさけた。 空間的な解放性を強調するため、寝室と予備室を除いて、ふ
すまは引込になり、ランマは透明ガラス嵌め殺しである。」 
 

このように空間を開放的に扱うことを⽬的として、内法上の⼩壁を省略し、建具はガラス
によって抜けた意匠にしていることがわかる。このような内法上による居室同⼠の開放性
や連続性による記述は『新建築』および『建築⽂化』で 5 作品ずつあった。 

その他に 1953 年の沖種夫による“齋藤邸”（新建築）をみると次のような記述が⾒られた。 
 
 
 

----~ - 冒a・,

→ - -... , 

Epll 
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C 空間の連続性 
「壁の上部を透かせることによつて必ず⼆つ以上の空間が視覚的繋がりをもつている. し
かしこの場合にもプライバシイが失われてはならない. 特に暖房の煙や臭気が居間に流れ
⼊るリヴィングキチンの⽅式は我国では⾏過ぎの嫌いがある.」 
 

齋藤邸では先ほどのように空間の開放性や連続性についての記述が⾒られる。ここでは
さらに内法上が開放的になったことで厨房の空気が居室に混⼊してしまうことについて指
摘されている。このような環境⾯についての記述はこれ以外⾒られなかった。 
 以上のように内法上の“空間”に関しては、居室や隣室同⼠の空間の開放性や連続性につい
ての記述がみられた。ここでは居室や隣室同⼠の空間の開放的にするために内法上の⼩壁
を省略することや建具にガラスのはめ殺しを⽤いることが⽰されている。ただし、開放的に
扱う中で居室内の臭気が建物全体に広がらないようにすることが指摘されている。 
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3-6-2 天井 
内法上装置の要素の内、天井についての記述は『新建築』で 3 作品、『建築⽂化』で 4 作

品あった。その中からまず 1952 年の佐倉⼤有による“O⽒邸”（新建築）をみると次のよう
な記述が⾒られた。 
 

図 3-45：佐倉⼤有：O⽒邸 
 

「欄間をすかし天井をとおし，廣々としたつながりをつくつている．」 
“O ⽒邸”では竿縁天井の竿縁を隣室間で連続させることで空間のつながりを強調してい

る。このように天井⾯の操作によって隣室間や建物の内部と外部の連続性を強調させよう
とした記述は『新建築』で 2 作品、『建築⽂化』で 4 作品であった。この中で、1953 年のレ
ーモンド建築事務所による“ブロワー邸”（新建築）をみると次のような記述が⾒られた。 
 
「天井梁は経済的であるためと、空間をより⼤きく、そして⾼くみせるため、はだかになっ
ており、この完全な構造によって室内のながめに⾯⽩さをあたえている。」 
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図 3-46：レーモンド建築事務所：ブロワー邸 
 

ここでは、隣室間で連続した天井の梁によって空間の開放性を⾼めていることが記述さ
れている。建物の内部と外部の連続性を強調させる記述としては、1962 年の⼭⽥⽔城建築
設計事務所による“K⽒邸”（建築⽂化）をみると次のような記述が⾒られた。 
 
 
 
 

na-........, 
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図 3-47：⼭⽥⽔城建築設計事務所：K⽒邸 
 
「居間の天井はそのまま外部ののき裏に続き、室内外の連続感を強調したものである。」 
 

『建築⽂化』の 4 作品すべてには、このように軒天と天井⾯の⾼さをそろえることで室
内外の連続を強調することが記述されていた。 
 以上のように内法上の“天井”に関しては、天井⾯の竿縁や⽬地を隣室間で通すことや、建
物の内部と外部の天井⾼をそろえることで連続性を強調することが記述されていた。 
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3-6-3 吊束 
内法上装置の要素の内、吊束についての記述は『新建築』で 2 作品、『建築⽂化』で 1 作

品あった。その中からまず 1957 年の半沢重信による“M⽒邸”（建築⽂化）をみると次のよ
うな記述が⾒られた。 

 

図 3-48：半沢重信：M⽒邸 
 
「中鴨居は 6mm鉄⾓棒、ピアノ線で約 5尺間に吊り三⾓形の板鉄物をこれに溶接して幅広
の中鴨居をビス締めし、その⽔平を保たしめている。」 
 

このように吊束を鉄や銅によるものにした記述は、3 作品すべてにあった。また、1951 年
の清家清による“森博⼠の家”（新建築）をみると次のような記述が⾒られた。 
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図 3-49：清家清：森博⼠の家 
 

「障⼦の鴨居は銅線で釣ってあるが銅線は引違い欄間障⼦の召合せに⼊っているから⾒え
ない. 撓(たわみ)を⽌めるだけなら従来の⽊の釣束は太すぎる」 
 

ここでも吊束を銅線にしたことが記述されている。さらに吊束の位置に関して、障⼦の召
合せにすることでより吊束が⾒えないように⼯夫している。 
 以上のように内法上の“吊束”に関しては、吊束を鉄材に変えたこととその位置についての
記述が確認できた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

, ,...., ヽ~, Ill, ,,.,,~11,,1 • I 11 十 記

圧在

轟
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3-6-4 建具 
内法上装置の要素の内、建具についての記述は『新建築』で 5 作品、『建築⽂化』で 8 作

品あった。その中からまず 1952 年の佐倉⼤有による“O⽒邸”（新建築）をみると次のよう
な記述が⾒られた。 

 

図 3-50：佐倉⼤有：O⽒邸 
 
「欄間をすかし天井をとおし，廣々としたつながりをつくつている．」 
 

このように、建具を抜いて内法上を開放的に扱うことが記述されたものは、『新建築』で
は 2 作品、『建築⽂化』では 2 作品であった。記述の中では建具を抜くことで隣室との開放
性や連続性を強調させることが確認できた。また、1959 年の⼭脇巌による“S ⼩住宅”（建
築⽂化）をみると次のような記述が⾒られた。 
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図 3-51：⼭脇巌：S⼩住宅 
 
「平⾯の⽞関、居間兼客間、畳み敷きの仕事場は厨房・浴室と共に透明ガラスの欄間によっ
て室空間を広く感じさせた。」 
 

このように、建具をガラスのはめ殺⼾にする記述は、『新建築』で 4 作品、『建築⽂化』で
は 6 作品であった。記述の中では建具が無い作品と同様に、ガラスのはめ殺し⼾にするこ
とで隣室との開放性や連続性を強調させることが確認できた。建具にはこの他に 1962 年の
佐藤秀⼯務店による“1.2Mモジュールによる住宅”（建築⽂化）をみると次のような記述が
⾒られた。 
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図
3-

52
：
佐

藤
秀

⼯
務
店

：
1.

2M
モ
ジ
ュ

ー
ル

に
よ

る
住
宅

 
 「

ら
ん

間
：

ガ
ラ

ス
は

め
殺

し
, か

も
い

の
中

に
蛍
光
灯

を
⼊

れ
た

」
 

 
こ

こ
で

も
建

具
を

ガ
ラ

ス
の

は
め

殺
し

に
す

る
こ

と
が

記
述

さ
れ

て
い

る
。さ

ら
に

、鴨
居

に
蛍
光
灯

を
⼊

れ
る

こ
と

が
記

述
さ

れ
て

い
る

。
つ

ま
り
鴨

居
が

天
井

や
内

法
上

を
照

ら
す
照

明
器

具
と

し
て
機
能

し
て

い
る

こ
と

が
記

述
さ

れ
て

い
る

。
こ

の
よ

う
な
鴨

居
を
照

明
器

具
と

し
た

記
述

は
他

に
⾒

ら
れ

な
か

っ
た

。
た
だ

し
詳

細
図

分
析

の
中

で
、

藤
本
武
男

に
よ

る
“K
⽒

邸
”（

図
3-

42
、

図
3-

43
）

で
は

同
様

に
鴨

居
を
照

明
器

具
と

し
た
例

を
⾒

る
こ

と
が

で
き

た
。

 
 

以
上

の
よ

う
に

内
法

上
の

“建
具

”に
関

し
て

は
、

空
間

の
開

放
性

や
隣

室
と

の
連

続
性

を
作

る
た

め
に

、
建

具
を

抜
く

ま
た

は
建

具
を

ガ
ラ

ス
の

は
め

殺
し

に
す

る
こ

と
が

確
認

で
き

た
。ま

た
、鴨

居
は

天
井

や
内

法
上

を
照

ら
す
照

明
を

設
置

す
る

た
め

の
場
所

と
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

た
。
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3-7 ⼩括 
 3章では、内法上に関する詳細図や記述によって開放的な内法上装置の意匠について分析
した。図 3-53 はそれらの特徴を⽰したものである。 
 各要素について確認すると、まず要素を省略する意匠は吊束を除いて、全ての要素でみら
れる。次に他の要素に代⽤する詳細は、天井では、構造体を表出させるもの、⼩壁では束の
代わりに⼒貫を⽤いたもの、吊束では⽊製の束から鉄製に代わったものをみることができ
る。最後に、別の要素を追加する意匠は、全てでみられ、ベニヤ天井やガラスのはめ殺し⼾
といった新しい材料によるものがみられる。天井では、⽬透かし天井の⽬地が床挿になる作
品をみることができた。 
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図 3-53：詳細図、記述による開放的な内法上装置の特徴 
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図 3-53：詳細図、記述による開放的な内法上装置の特徴 
 
 

記述分析からは、開放的な内法上の設計意図をみることができた。その中で特に、プライ
バシーを保つために内法下は閉鎖的にしながら内法上は開放的に扱うことが明らかとなっ
た。また、経済性から天井梁を表出させたことで、内法上が開放的になることも明らかとな
った。 
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4章 結論 
 
 1 章で確認した近世の開放的な内法上装置と 2 章および 3 章で分析した開放的な内法上
装置の主な特徴を図 4-1 に⽰す。図 4-1 は近世と近現代の開放的な内法上装置を内法上の 4
つの要素に分けてまとめている。 

まず天井についてみると、近世の古い⺠家は天井を貼らないため⼩屋組が⾒えた状態で
ある。また、天井がある場合は竿縁天井の竿縁が隣室へ連続した意匠を持っている。これに
対して近現代の開放的な内法上装置は、天井材の種類が竿縁天井だけでなく、⽬透かし天井
やベニヤ板の天井など数多くの材料をみることができる。また、天井にある棟をみると、隣
室間の建具がある位置とずらした意匠をみることができた。次に⼩壁をみると、近世は近現
代と同様に⼩壁が全く無い作品をみることができた。ただし、鴨居を⽀える要素として、吊
束あるいは⼒貫は必ず⼊れなくてはならない。また、近現代の⼩壁をみると、⾯⼾にガラス
をはめた意匠をみることができた。さらに吊束をみると、近世は鴨居を⽀えるために⽊製の
太い吊束がつけられている。これに対して近現代の内法上装置をみると、鉄材による吊束を
みることができる。鉄材による吊束は極めて細く、内法上を開放的にすることができてい
る。最後に建具をみると、近世の開放的な内法上の建具は、建具が省略されている作品の他、
⽵の節欄間や筬欄間のように伝統的な欄間による意匠をみることができた。これに対して
近現代の内法上装置をみると、建具が省略されたものの他、前⾯にガラスのはめ殺しがつい
た意匠がみられた。ガラスによって視覚的な隣室とつながりを維持しながら、暖房の空気や
厨房の臭気を拡散させないようにできる。 

以上の結果から、近世から近現代の内法上装置は明らかに変化していることがわかる。そ
れらをみると、近世の内法上から近現代の内法上は 3 つの変化をみることができる。まず 1
つ⽬は、“材料の更新”である。近現代には天井材や吊束の鉄材、建具のガラスなど材料が多
様化していることがわかる。2 つ⽬は、“⼩屋、天井の操作”である。屋根の架け⽅や天井の
貼り⽅が多⽤したことで、内法上の棟をずらすことや構造体を表出するような新しい意匠
をみることができる。最後に、“⽇本建築の禁忌に対する許容”である。⽇本建築では、畳の
⽬地や竿縁天井の竿縁の⽅向が床の間へ向かう床挿が望ましく無いとされている。しかし、
近現代の作品をみると、内法上の開放性や連続性のために竿縁や⽬透かし天井の⽬地が床
挿になることが確認できた。つまり近現代の和室においてはこのような⽇本建築の禁忌は
許容される、または重要視されなくなることがわかる。 

このような変化は、居室のプライバシーや建物の経済性を保つことを背景として、戦後さ
かんになっていったと考えられる。 
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図 4-1：近世と近現代の開放的な内法上装置の特徴 
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資料 
 
 『新建築』および『建築⽂化』から抽出した和室にある内法上装置について模式的な図
にして整理した。図 5-1 はその例である。右上には掲載年と作品名を記載している。下に
ある数字は内法上のある開⼝の間⼝を⽰している。特徴的な部材や意匠については、適宜
その場所と説明を加えている。 
 

図 5-1：模式図の例 
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